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U .S./Japan Workshop on Molecular Chronobiologyに参加して

(1998年 12月 5 日 ~7 日、鈴鹿サーキットホテノレ〉

吉村崇

名古屋大学大学院生命農学研究科

1998年 12月5日-7日にかけ、U.S./ Japan は自動車レースの最高峰、 F1のレースが毎年開催

Workshop on Mol巴clUarChronobiologyが NSF されており、外国人宿泊者の受け入れ体制がしっ

Centerfor Biological Timingと文部省国際学術 かりしてし渇とし、うことも開催地決定の要因b包った。

研究の支援により鈴鹿サーキットホテルにおいて さて肝心の会議であるが、やはり現在最もホット

開催された。このワークショップはDr.Gene Block なH寺計遺伝子についての発表を中心に最新のデー

(ヴァージニア大学)と海老原史樹文先生(名古屋大 タなども飛び出し、熱いデ、イスカッションが繰り広げ

学大学院生命農学)をチェアーとして前年のサンフ られた(写真 1)。最近この分野の関心は時計遺伝

ランシスコに続いて行なわれた。今回はアメリカか 子に集中しているが、それ以外の発表も興味深い

ら9名、 日本から41名の参加者があった。ところ ものが多かった。特に Dr.Menakerの発表は恒明

で鈴鹿サーキットで、行なわれたことについて参加 条件下で飼育しへ網膜が退化したア)~ゼノハムスタ←

者の中では主催者が自動車好きなのでは、などの では概日光受容と季節繁殖における光への反応

憶測が飛び交っていたようで、あるが、そうし、うわけ 性が異なるとL、うもので、概日光受容器とは別に季

ではない。アメリカからの参加者は日本通ばかりで 節繁殖のための光受容器の存在を示唆するもの

あり、彼らが一度も訪れたことのない日本人の心 で、あった(写真 2)。彼ならではの仕事に、異なる視

の故郷(?)お伊勢さんと海の幸を楽しんでもらおうと 点が重要であることを改めて考えさせられた。今回、

しづ狙いがあったのである。また鈴鹿サーキットで・ 日本からの発表者は若い人達が多く、良い経験に
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なったのではないだろうか。個人的にはせっかく 今回の会議はこじんまりとしたもので‘あったおか

の良い機会に発表できなかったことが残念だった。 げで、特に若い参加者にとっては世界をリードする

夜は外国人参加者とともに露天風巴を楽しんだ。 アメリカからのメンバーとデイスカγンョンできるしゅ、

度々日本を訪れているアメリカの参加者も温泉は 機会が持てたのではなし、かと思う。このワークショッ

初めての人が多く、浴衣を着たりして、日本の文化 プは 11年度から近藤孝男先生(名古屋大学大学

を楽しんでし喝様子だった。また私を含めた数人は 院理学)ヘヲ|き継がれて開催される予定であり、次

Dr. Kay， Dr. Johnson， Dr. Green， Dr. Dayとともに 回の会議が待ち遠しし、。

Karaokeへ繰り出し、遅くまで熱唱していた。その

辺りを散歩していた人によると、その歌声は遠くまで

響きわたっていたようである。Excursionではお伊

勢さんの外宮と内宮を観光し、志摩でとれたての海

の幸をお腹がはちきれんばかり地能した。

写真 1

写真2
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